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背景 

有機分子を用いたデバイスの研究開発が活発化 
→近年デバイス特性が飛躍的に向上 
→有機分子-電極界面の物性が鍵をにぎる（∵有機分子-電極系の電子状態
は，物質固有のエネルギー準位だけでなく電極と有機分子間の電荷移動，
配向など様々な要素が関与する） 
＊　界面の電子状態を制御しデバイス特性を改善するためには，原子レ
ベルでの有機分子-電極間相互作用の解明が必要． 

目的 
高度化されたBL13アンジュレーター放射光を利用した先端的光電子分光
測定によって，有機分子-電極界面の構造，電子状態さらに電荷移動ダイ
ナミクスを解明すること． 
• 高分解能内殻光電子分光（ΔE＜50meV） 
• 高分解能角度分解光電子分光（ΔE＜10meV） 
• Core-hole clock分光（時間分解能Δt～数fs） 
• 放射光励起STM（位置分解能＜20nm） 

BL13Aエンドステーション 

１.PF保有の改良型SES200（小沢＆櫻井Gで立ち上げ）：常設 
 →角度分解光電子分光，内殻光電子分光 

２.物性研（吉信G）Phoibos100：準常設 
 →高分解能内殻光電子分光（低温～高温：温度可変） 

３.物性研（長谷川G）放射光STM：準常設 
 →nmスケール元素分解マッピング 

４.慶応大(近藤G )雰囲気XPS：稼働中 
 →反応条件下での内殻光電子分光 

串刺型配置：並行してエンドス
テーションを立ち上げ，様々な
系を臨機応変に測定できる様に
整備する． 
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この一年の研究成果 

2012/3/15-16PFシンポジウム	


SiC単結晶表面に作製した 
エピタキシャルグラフェンのエポキシ化 

2012年4月以降の課題： 
＊BL13Aのエンドステーションの充実・最適化を引き続き行う．	

＊各グループ毎，対象系を広げ系統的な研究を行う．	

＊これまでの成果をまとめて論文化を行う．	


東大物性研長谷川&JST-ERATO江口グループ 
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酸化物表面へのドナー分子の吸着（東工大・小澤G）	


高分解能XPSによる表面および吸着原子分子の観察（東大物性研吉信G）	


The red and blue spectra represent the C1s XPS of 
oxidized EG and the oxidized EG annealed to 260 °C, 
respectively. The black spectrum l represents the as-
prepared pristine EG before oxidation.	


	


Md. Zakir Hossain et al., Nature Chem. (2012)	


DOI: 10.1038/NCHEM.1269	


Rh(111)表面に吸着したシクロヘキサンのC1s-XPS 

(a)  Rh(111）清浄表面に飽和量吸着さ
せると，主に2種類のシクロヘキサ
ンが観測される（赤と黒）．分子軌

道のアラインメントの違いを反映し
ていると考えられる． 

(b)  水素前吸着したRh(111)では，分
子との相互作用が弱くなり，結合

エネルギーがより浅い位置に観測
される．	


シリセン/ZrB2/Si(111)とO2, NOの相互作用 

ZrB2/Si(111)を770℃デ］アニールする
ことによって得られるシリセンおよび酸
素分子，一酸化炭素分子との相互作用

を調べた高分解能Si2pスペクトル	

	


（北陸先端大：高村由紀子研究室との
共同研究）	


N1s XPSの結果と考察	


TNAP/Bi(001)のXPS による研究（千葉大　西，葛巻，山本，坂本） 


